
自己評価（前年度） 

※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて 

自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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ICT を活用し、さまざまな素材を存分に活用することで多くの気づきがあった。 

また、そのことをこどもだけの気づきにおさめることなく、丁寧に記録し、環境に反

映することで、大きな成長が見られた。 

アトリエ活動で、創造力豊かに過ごすことが、友だち同士の関りを豊かにすることが

できた。 

地域が見えにくい場所だが、挨拶などを丁寧に行うことで、森のこどもたちなりの地

域の関りがしっかりでき始めてきている。 

 

 

 

 

 

項  目 内     容 

保護者との信頼の構

築 

アンケートや懇談会を通し、満足度を把握し、より良い保育につなげて

いく（年２回） 

地域との信頼の構築 園の特性を活かし、定期的に保育の様子を掲示し、存在を知ってもらう

（年３回） 

 

こどもの人権につい

ての学び 

こどもの人権について考える機会をもち、自身の関わりを振り返る（。

年２回園内研修実施） 

 

 


